敬天丸平成１４年度第０５次航海（KE0205）
１．航海日程（添付 観測点位置表 参照）
                                                            平成14年6月25日作成
月日（曜日）     時刻   作業・行動                                     航走距離 

                                                                      （マイル）
７月５日(金)
10:00   観測機材積込み（敬天丸）

（09:00全員水産学部正面玄関集合： 09:30水産学部発）

12:00
敬天丸乗船最終時刻
             
13:00   鹿児島港出港
             
16:00   佐多岬沖通過（ADCP観測開始）
                        ES01へ航走                                      166

７月６日(土)
07:00   ES01着
             
07:00   ES01    IES：2台回収・2台設置作業開始

（回収2+2, 水中テスト1 , 設置2+2, 予備1, 合計10時間）


17:00
ES01    CTD/RMS/LADCP/XCTD観測開始（1.4時間）


18:25
AS01へ航走




 15
             
19:45   AS01着

（AS01～ES07までCTD/(RMS)/LADCP6点・XCTD10点）
116
7月７日(日)
12:45
ES07着

     
14:45
ES07
CTD/RMS/LADCP/XCTD観測終了




ES07
観測終了後IES水中テスト(2時間)



17:00
ES07付近で翌朝07:00まで待機
（観測班は休息）
7月８日(月)
07:00   ES07    IES：2台回収・2台設置作業開始

（回収2.5+2.5, 設置2.5+2.5時間, 予備2, 合計12時間）
             
19:00   ES07
IES（XCTD）観測終了

19:00
AS11へ航走




 17
             
20:20
AS11着



（AS11～ES14までCTD/RMS/LADCP2点・XCTD4点）
 67

７月９日(火)  
02:50
AS14着    CTD/RMS/LADCP観測 （2時間）
             
04:50
足摺岬沖観測終了
             

AD02へ航走




303




（観測班は休息）
７月10日(水)
08:20
AD02着




XBT観測（航海区域2区）



08:50
PK05着　係留流速計の回収（2時間＋予備1時間）



13:00
AD04a着

 (AD04a～AD18までXBT15点)

７月11日(木)
03:15
AD18着

奄美大島沖観測終了


TK01へ航走




  20

05:05
TK01着
（TK01～TK12までCTD/(RMS)/LADCP12点）
７月12日(金)
06:45   TK12着

CTD/LADCP観測（0.7時間）

07:25
トカラ海峡横断観測終了

08:20
佐多岬沖通過

11:20
谷山港外着

午前中
観測機器後片付け

14:00   谷山港着岸（予定）
14:00
積み下ろし

16:00
水産学部で解散
船速11ノットで計画 

2． 海域（添付 観測点配置図 参照）
    足摺岬沖、奄美大島沖、トカラ海峡
３．観測実習内容
CTD/(RMS)/LADCP観測

XCTD観測
表面採水             
全XCTD・CTD観測点
海上気象観測         
全XCTD・CTD観測点
BATHY通報         
全XCTD・CTD観測点
· 九州大学応用力学研究所の教員・大学院学生・研究員との交流

４．その他の観測作業内容
船底ADCP観測       全航路上
    IESの回収・設置      回収4点・設置4点

　　係留流速計の回収
　回収1点

（添付 係留系模式図略 航海時配布）
５．用語の解説（説明は船内で行なう）：
XBT  [海洋投棄式水温計]    eXpendable Bathy Thermograph

XCTD [海洋投棄式CTD]     eXpendable CTD

CTD  [電気伝導度・水温・水圧計]  Conductivity, Temperature, Depth

RMS  [ロゼット多筒採水器]        Rosset Multiple Sampler 

LADCP  [釣り下げ式音響ドップラー流速分布計]  Lowered ADCP

船底ADCP  [音響ドップラー流速鉛直分布計]  Acoustic Doppler Current Profiler

IES  [倒立音響測深器]   Inverted Echo Sounder

RCM [自己記録式流速計]  Recorded Current Meter

６．計算方法
1）  船速11ノット
2）  CTD降下速度 0.5 m/s   ＣＴＤ上昇速度1.0m/s

3）  CTDは海底または1500ｍ深まで降下
4）  CTD観測点には15分を付加（船速加速・減速時間）
5）  RMS観測点には30分を付加（船速加速・減速時間＋RMS操作時間）
７．表の見方
・ INDはIndex（必要なし）
· 「XBT, XCTD, CTD, RMS, LADCP,IES」は、観測機器を表す。

· 「日・時刻」は到着時刻を表す（コンピュータ計算のため１分単位まで計算されてい
   るが、あくまで目安である）。
・「距離」は、次の点までの間隔を表す。
注意） ・IES回収地点の正確な位置 （添付 係留系模式図 参照）

    日本測地系（従来）2001/11設置

            ES01/10：  32-32.167 N,  133-14.436 E,  depth  710m

    ES0710：  31-00.610 N,  134-04.350 E,   depth 4400m

　（ES07/10は設置時に応答が途絶えた）


    PK05：　　26-06.640 N,  131-05.454 E,   depth 2460m


　　世界測地系（新規）2002/03設置

            ES01/12：  32-32.152 N,  133-14.561 E,   depth 720 m

            ES07/11：  31-00.603 N,  134-04.554 E,  depth 4447m

         ***ES01/11：　32-32.115 N,　133-14.338 E,  depth 740m

   (***ES01/11は設置時に亡失)

ＫＥ０２－０５航海乗船者名簿
                                     平成14年６月16日作成
1.乗船期間
　　　平成14年7月5日(金)10時から平成14年7月12日(金)14時まで (8日間)

2.日程
                      出港                   入港
      
鹿児島　７月5日(金)13:00　　　 
７月12日(金) 14:00  

3.海域
　　　  トカラ海峡、奄美大島東方海域、足摺岬沖
4.乗船目的
　　　  黒潮に関する海洋調査実習（乗船実習ⅥB・海洋環境観測実習）

5.乗船者
　　　指導教官
        中村　啓彦　（講師，環境情報科学講座）
        仁科  文子  （助手，環境情報科学講座）
    　調査員

馬谷 紳一郎   (助手，九州大学応用力学研究所)

        鹿島 基彦      (研究員，科学技術振興事業団（九州大学応用力学研究所帰属）)

柿木 康児     (博士後期課程１年  九州大学大学院総合理工学府)

安倍 大介      (修士課程１年    九州大学大学院総合理工学府)

　　　大学院学生（洋上観測実習）

        前田  大輔       （環境情報科学講座M1年，男）


佐々木和也 
（環境情報科学講座M1年，男）
      学部4年生（乗船実習ⅥB）


前村　和宏
（環境情報科学講座，男）


酒匂　祐作
（環境情報科学講座，男）


田中　辰弥
（環境情報科学講座，男）
　　　学部3年生（海洋環境観測実習）

　　　　井上　暁敬
（環境情報科学講座，男）

                                                                 以上合計， 12名
ＫＥ02－05航海部屋割案
                                     平成14年6月17日
1.部屋割り
　　　主席教官室（2号艇）
　　　  中村  啓彦   (講師，環境情報科学講座)  
第１教官室（1号艇）
仁科　文子  （助手，環境情報科学講座）
　　　第３教官室（1号艇）
　　　　馬谷　紳一郎（調査員，男）

　　　　鹿島 基彦      (研究員，科学技術振興事業団（九州大学応用力学研究所帰属）)

　　第**学生室（*号艇）
柿木　康児     (博士後期課程１年  九州大学大学院総合理工学府)

　　　　前村　和宏 （環境情報科学講座，男）

田中　辰弥 （環境情報科学講座，男）

第**学生室（*号艇）

安倍 大介      (修士課程１年    九州大学大学院総合理工学府)

　　　
佐々木和也 （環境情報科学講座M1年，男）

井上　暁敬 （環境情報科学講座，男）
      第**学生室（*号艇）


前田  大輔  （環境情報科学講座M1年，男）


酒匂　祐作   (環境情報科学講座，男)

部屋割りは、学生部屋を3部屋とりました。専攻科との兼ね合いがあるので、部屋指定はしませんでした。

